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１ インフルエンザ予防接種の有効性                            

インフルエンザ予防接種は、高齢者の発病防止や特に重症化防止に有効であることが確認されています。

予防接種後、免疫がつくまでに２週間程度かかります。ワクチンの免疫効果は約５か月といわれており、

流行前の 12 月上旬までに接種を受けておくと効果的です。 

インフルエンザウイルスは毎年変化しながら流行するため、ウイルスの流行を予測してワクチンを製造

しています。一般的には、65 歳以上の方は毎年１回の接種で効果があります。 
 

２ 予防接種を受ける前に ～必ずお読みください～                          

(1) 一般的な注意事項 

ア インフルエンザ予防接種は、ご本人が接種を希望する場合に接種を行いますので、有効性や副反応

等を十分に理解した上で接種を受けてください。 

イ 認知症状等があって、最終的にご本人の意思確認ができなかった場合には、本市の費用助成による

接種を受けることはできません。 

ウ 市外の医療機関での接種を希望する場合は、予防接種健康被害救済制度の適用を受けるにあたり、

接種前に横浜市が発行する「予防接種実施依頼書」の申請が必要になります。詳細については、お住

まいの区の福祉保健課にお尋ねください。ただし、接種費用は全額自己負担となります。 

(2)  予防接種を受けることが適当でない方 

ア 明らかな発熱（37.5 度以上）を呈している方 

イ 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな方 

ウ インフルエンザワクチンの接種液の成分によって、アナフィラキシーショック（※）を起こしたこと

がある方 （※アナフィラキシーショック：通常、接種後約 30 分以内に起こる激しいアレルギー反応のこと） 

エ インフルエンザの定期接種で、接種後２日以内に発熱のみられた者及び全身性発疹等のアレルギー

を疑う症状を呈したことがある方 

オ その他、医師が不適当な状態と判断した方 

（3） 予防接種を受ける際に、担当医師とよく相談しなくてはならない方 

ア 心臓血管系疾患、じん臓疾患、肝臓疾患、血液疾患等の基礎疾患のある方 

イ 過去にけいれんの既往のある方 

ウ 過去に免疫不全と診断されている方及び近親者に先天性免疫不全症の方がいる方 

エ 間質性肺炎、気管支喘息等の呼吸器系疾患のある方 

オ インフルエンザワクチンの成分に対してアレルギーを呈する恐れのある方 

（4） 予防接種を受けた後の一般的な注意事項 

ア 接種後 30 分間は急な副反応が起こることがあるため、医師とすぐに連絡を取れるようにしておき 

ましょう。 

イ インフルエンザワクチンの副反応は 24 時間以内に多く出現するため、この間は体調に注意しまし

ょう。 

ウ 入浴は差し支えありませんが、注射した部位を強くこすることはやめましょう。 

エ 接種当日は激しい運動や大量の飲酒は避けましょう。 
 
３ インフルエンザ予防接種の副反応                                                      

接種部位の発赤、腫脹、疼痛などが主な副反応です。全身反応として、発熱、悪寒、頭痛、倦怠感、関

節痛、筋肉痛などがありますが、通常２～３日中に消失します。過敏症としてまれに発疹、じんましん、

湿疹、紅斑、多形紅斑、そう痒感などがあります。また、ごくまれにアナフィラキシー様症状、急性散在

性脳脊髄炎（ＡＤＥＭ）、ギラン・バレー症候群、けいれん（熱性けいれんを含む）、脳症、脊髄炎、視神

経炎、肝機能障害、黄疸、喘息発作、急性汎発性発疹性膿苞症などの報告があります。 

接種後、接種した部位が痛みや熱をもってひどくはれたり、全身のじんましん、繰り返す嘔吐、顔色の

悪さ、血圧低下、高熱などが現れたら、医師の診察を受けてください。 
 
４ 予防接種健康被害救済制度について                           

  予防接種の副反応により、医療機関での治療が必要になる、生活に支障が出るような障害を残すなどの

健康被害が生じた場合には、予防接種法に基づく補償を受けられる場合があります。予防接種による健

康被害が生じた場合の手続きについては、各区福祉保健課にお問い合わせください。 
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